
開城時間／9：00～16：00　※閉門は17時

部屋の中央の北東寄りに炉を切り、当初の柱は表面を鉋で仕上げる

丁寧さでした。釘隠しには六葉と菱形のものがありました。現在は、金

メッキを施した金具の釘隠しに復元しています。

2階　西室

壁に見える四角い枠は、ふた付きの狭間で、居室に狭間が設置され

ているのは姫路城では珍しい例です。

2階　東室

明治１５年（1882年）に備前丸にあった施設を焼失。辛うじて、折廻

り櫓は残りましたが、黒ずんだ根太にその痕跡を残しています。

1階　焦げた根太（ねだ）※

姫路城　冬の特
別公開

折廻り櫓（おれまわりやぐら）内部公開

廻り櫓の障子に使用している紙は、姫路市民の手ですいたもの

です。材料として使用した雁皮（がんぴ）は、市内にある書写山で

採取。現代の名工・表具師梅岡一晴氏の指導の下、市民約40人で

張りました。見学の際は、障子にもぜひご注目ください。

折

２階西側。大天守の石垣に沿って斜めに作られた土壁。写真左の窓

の外に見えている天守台の石垣が、この壁のすぐ裏側にあります。

石垣を覆う壁

※根太（ねだ）…床板を支える横木

さまさま

姫路城の情報をリアルタイムにお届けしています。

姫路城への旅行計画にどうぞご活用ください。

“姫路城大入実況”サイト


